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サザンビーチ　8/31まで開設中

高齢者・障害者等利用の為エレベーター設置・
トイレ洋式化などJR和泉砂川駅の改良を求める請願が可決
高齢者・障害者等利用の為エレベーター設置・
トイレ洋式化などJR和泉砂川駅の改良を求める請願が可決

　平成21年第２回定例会（６月議会）は、
６月18日から７月２日までの会期で開催さ
れました。本定例会では、和泉砂川駅の改
良を求める請願や、市民体育館夜間一般開
放を可能にする条例改正など市民の利便性
を高めるための議案の審議が行われ、本会
議・委員会で活発な議論が交わされました。
　また、同和更正資金貸付基金償還金の調
査に関する動議が採択され、地方自治法第
100条に基づく調査特別委員会「同和更正
資金貸付基金償還金調査特別委員会」を設
置しました。
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(2)議会だより

？？

竹田光良　公明党

【質問事項】
①インフルエンザ対策について
②教育問題について　●幼稚園再構
　築と幼保一元化　●スクールニュー
　ディール構想　●砂川高校跡地問題について
③まちづくりについて　●コミュニティバスの増
　車増便と停留所の整備、りんくう等への乗り入
　れ　●せんなんわくわく広場の経営状況と今後
　の営業戦略　●ふるさと納税での平成20年度の
　実績と今後の課題と納税UP戦略について

和気信子　日本共産党

【質問事項】
①災害時避難所の耐震化及び自動発
　電機の設置と安全対策について
②子育て支援について
・多様化するニーズに対する今後の計画について
・妊婦健診助成制度を14回、国基準額まで拡充を
③幼稚園及び保育の充実と行政について
・幼保一元化、指定管理者制度、民営化問題
④同和問題について（同和施策、教育は廃止を）
⑤火葬場建設と改修、職員の対応、改善について

田畑　仁　拓進クラブ

【質問事項】
【路上生活者について】※ゴミを不
法に集め放題、守られるのは人権、
では、地域住民、子供達の生活権は
どう守られるのか【教育関連】※つまづき調査の
実施校※つまづきテストの全校実施の要望※市教
委に対する外部からの政治的圧力はあるのか
【観光事業】※大阪府知事が本市観光スポットに
位置する日曜青空朝市を訪問したうえの今後の認
識の変化※元気な町か元気でない町か市長と激論

小山広明 無所属（虹と緑）
【質問事項】
『ごみじゃないんだ（樽井火葬場を）
新しくとは言わない』といわれた。
これ迄議会でも切々と語られてきた。
市の体質ではないか。首池の汚染物を取り除く責
任が今の我々にある。凍結の住居表示は公明も拓
進も取り上げており実現に努力する。林・農は産
業は公務員が関わる必要がある。職員の仕事は民
間定年退職者が半日労働で賃金を年金と合わせて
考えれば人件費も大幅削減可能となる。

17名の議員が、市政全般にわたる課題や問題点
について、市当局の考えをただしました。
各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

北出寧啓　地方民会

【質問事項】
（1）行財政改革①20年度決算と22
年度予算の組み立て不能性②毎年コ
ロコロ変わる集中改革プランの展望
のなさ－財政再建政府の樹立③行政評価と人事考
課による庁内ガバナンスの構築（3）公共事業の
優先順位①都市計画決定と砂川駅前開発（4）市
の憲章①市民の参加を企図する自治基本条例と議
会基本条例（議員の審議責任・議決責任・監査責
任）の実現に向けて

堀口武視　心政クラブ

【質問事項】
【まちづくりについて】●第４次総
合計画の検証と今後のまちづくりに
ついて　●和泉砂川駅新家駅の駅舎
移動も含めた周辺整備について　●火葬場の新設
は、場所も含めた今後のスケジュールを　【教育
問題】●小中学生の問題行動について　泉南の将
来を担う子ども達の教育に真剣な取り組みを　
【同和更生資金・財産区】●会計処理は適切に処
理されているか

こやま　  ひろあきたけだ　 みつよし

きたで　 やすひろ　わけ　　のぶこ

ほりぐち　 たけし　たばた　　　　ひとし

これ
って

　ど
うな
ん

市政に対する

　　　一般質問



(3) 議会だより

 なりた　 まさひこ　　かわべ　　　　まさる

 つのや　 ひでお　　まさご　　　　みつる

 いはら　　しょうたろう　　まつもと　　せつみ

 かじもと　 しげみ　なかお　　ひろき

真砂　満　拓進クラブ

【質問事項】
＜教育行政について＞　☆学校給食
会の会計処理において滞納者処分を
全体で処理している。また、滞納処
理準備のために繰越金を設け、本来委託料で支払
うべきの炊飯及びパン加工費を給食会計から支出
し、業者契約も随契であることは問題である。
☆児童生徒の問題行動（携帯電話、茶髪、標準服
以外の着用、万引等の件数増加）に対し質問。
☆教育委員長に対する質問は、会議欠席で不可に。

松本雪美　日本共産党

【質問事項】
①和泉砂川駅舎のエレベーター設置
　や便所の水洗など早急に改善を
②「幼稚園９園廃止２園化」に対し
　樽井区の反対決議にどう対応するか
③小・中学校に新しいパソコンの導入や５年間で
　備品費は６割、図書費は２割も削減、増額を
④築51年以上経過した泉南中学校の建て替えを
⑤地場産業振興条例づくりは住民参加を
⑥農業振興と米作の減反の押し付けはやめること

中尾広城　公明党

【質問事項】
①教育問題について　●図書館行政
　と人事異動問題と市営プール跡地
  について
②住居表示について　●住居表示審議会について
③和泉砂川駅に関わる諸問題について　●エレベ
　ーター設置及びトイレの改修について
④関空問題について　●関空活性化戦略について
⑤21年度特別対策事業について　●視覚障害者等
　情報支援緊急基盤整備事業の取り組みについて

角谷英男 拓進クラブ
【質問事項】
①府立砂川高校の今後について
　砂川高校廃止後泉南市として大阪
　府に対してどのような要望をして
　いくのか
①砂川駅の改修について
　請願を受けて市は今後どう対応していくのか
①開発公社について「今後の公社の運営について」
①幼稚園２園化問題について「大型宗教法人との
　関係」　①公共事業の優先順位について

井原正太郎　公明党

【質問事項】
①行財政問題について　●入札契約
　行為の課題と市における普通財産
　の実態と処理計画について
②水道事業の有るべき姿について　●六尾浄水場
　の将来像と中央浄水場の今後の有るべき姿と府
　営水と自己水の有り方について
③火葬場の建設と課題について
④環境問題について　●石綿問題とゴミ問題
⑤その他　●児童生徒の問題行動対策について

梶本茂躾　地方民会

【質問事項】
☆泉南市第４期高齢者保健福祉計画
①高齢者関連施設について
②介護保険に於けるサービスと収支
③「高齢者保健福祉計画推進委員会」等について
④国の21年度補正予算に於ける助成金について
⑤今後の介護施設について⑥ケアマネの抱え込み
⑦老々介護、認々介護、介護離職の問題について
⑧平成21年度導入の認定方法見直しの経過措置
⑨４期後の泉南市の介護施設等の将来像はどうか

河部　優　拓進クラブ

【質問事項】
①モデル校としての大規模改造計画
　の進捗と新たなコミュニティづく
　りにむけた「調整区」の実施について
②サン愛プランの進行管理に関わって、すこやか
　ネットの予算と必要性について。学力実態調査
　を踏まえた今後の改善施策と手法について
③住民票・戸籍謄本等の写し等の第三者交付に係
　る本人通知制度について
④幼保一元化基本方針について 

成田政彦 日本共産党
【質問事項】
①関西空港の経営と利用状況について
②一丘団地の削減反対と活性化
③一、二、三次救命救急搬送問題
④新型インフルエンザ対策について
⑤市民生活セーフティーネットの確立について
⑥不況と失業に対する雇用について
⑦ＪＲ尋春橋、一丘中学校、第二阪和市場2番踏切
　り右折信号設置と一丘団地内の交通安全対策を
⑧介護保険の認定基準と利用者、職員の給与改善を



(4)議会だより

 もり　　　 ひろふみ　きのした　　　　とよかず

 はら　　　　ゆうこ　
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疑
】

○
工
事
請
負
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締
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に
つ
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て

　

「
一
丘
中
学
校
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耐
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強
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事
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審
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収
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控
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市
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住

宅
ロ
ー
ン
特
別
控
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の
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）

平
成
21
年
か
ら
25
年
ま
で
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入
居
者
が
対
象
で
、
平
成
22
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度

住
民
税
か
ら
実
施
さ
れ
ま
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。（
税

務
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で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
も

の
に
対
し
、
住
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ら
控
除
）        

住
宅
ロ
ー
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に
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る
市
税
の
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収
額
は
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約
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０
０
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見
込
ん

で
い
ま
す
が
、国
の
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収
補
填
特
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付
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で
全
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填
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５
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請
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受
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だ
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市
役
所
で
の
手
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す
。

○
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南
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立
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館
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す
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の
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に

つ
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夜
間
の
個
人
利
用
が
一
般
200
円

小
人
100
円
で
可
能
と
な
る
事
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。
（
た
だ
し

当
分
の
間
は
金
曜
日
の
み
）

期
間
は
？

来
年
３
月
末
ま
で
、
試
行
的

に
金
曜
日
を
開
館
し
ま
す
。      

会議の詳しい内容は次の場所でごらんになれます。
○泉南市役所情報公開コーナー
○泉南市立図書館
また、泉南市議会ウェブサイトでも閲覧ができます。

　http://www.city.sennan.osaka.jp/~gikai/

なお、会議録の閲覧及びウェブサイトへの掲載は、
８月下旬ごろの予定です。ご了承ください。

原　憂子 公明党
【質問事項】
①教育環境について（鳴１・鳴２小の
　モデル校としてのあり方について）
②住宅用太陽光発電システムについて
③泉南市の女性施策について
　●女性のがん対策（無料クーポン券配布の準備
　と受診率の格差是正について）
　●妊婦助成制度の拡充とその後について
④父子家庭について　●現状の把握とその対応
⑤ファミリーサポートセンターについて

木下　豊和　拓進クラブ

【質問事項】
新設幼稚園予定地に絞って質問を行
い、先ず、旧済生会病院跡地取得ま
での経緯を質しました。その契約内
容から、土壌汚染などの瑕疵があっても府に責任
がないことの指摘、また３年前に行った土壌調査
の内容について具体的な質問を行いました。さら
に今後、建屋解体中や解体後に懸念される環境汚
染などについては、幼児が使用するため、十分な
安心・安全対策を行うよう要請しました。

森　裕文 地方民会
【質問事項】
「財政再建について」市長、議会、
市民の責任。今後の財政運営のあり
方。中長期の財政運営計画。地方分
権と財政。財政状況の捉え方、対策を講じる機能。
財政の情報公開、職員への周知。議会の財政チェ
ック機能。財政指標の活用、政策へ。経営収支比
率の内訳－人件費扶助費の分析と展望。自主財源
確保－償却資産、広告収入。公会計制度の整備－
バランスシート、３計算書の導入。国への具申

会議録の閲覧ができます

常任委員会報告 ////////////////////総務文教常任委員会・・・主な質疑内容 　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
第
２
回
定
例
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
議
案
４
件
の
審
議
を
６
月
25
日
に
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、７
月
２
日
の
本
会
議
で
も
可
決
し
ま
し
た
。

▲試験的に夜間の一般開放が行われる
ことになった市民体育館

ＱＡ

ＡＡ Ａ

Ａ Ｑ

ＱＱ Ｑ

泉南市議会 検索

か　し

ただ

ぎ　
　
そ
う
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【
付
託
議
案
と
主
な
質
疑
】

○
平
成
21
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
審
議
し
ま
し
た
。        

国
の
緊
急
対
策
に
基
づ
き
、

大
阪
府
か
ら
補
助
金
と
し
て
、
歳

入
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
？

府
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
と
し
て
、
今
後
３
年

間
で
事
業
を
行
い
、
約
４
８
０
０

万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
今
回
そ

の
う
ち
、
約
１
５
６
０
万
円
を
計

上
し
、精
神
障
害
者
相
談
支
援
、リ

サ
イ
ク
ル
推
進
、
不
法
投
棄
・
市

内
美
化
、観
光
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
作

成
、
道
路
境
界
明
示
情
報
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
の
各
事
業
を
行
い
ま
す
。        

今
後
は
、
地
方
分
権
も
視
野

に
入
れ
、
地
方
独
自
の
施
策
の
展

開
も
含
め
、
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
効
果
も
問
わ
れ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
は
ど
う

考
え
る
か
。    

こ
れ
ま
で
の
使
途
限
定
の
補

助
金
に
比
べ
る
と
、
今
回
の
国
の

補
正
予
算
は
大
幅
に
使
途
が
広
い

と
考
え
ま
す
が
、
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
な
お
制
約
も
あ
り

ま
す
。
本
来
は
国
の
関
与
は
少
な

く
し
、
財
源
を
含
め
、
地
方
に
移

譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
分

権
が
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
地
方
の

責
任
が
問
わ
れ
て
く
る
た
め
、
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、方
針
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
の
少
子
化
対
策
の
一
環
で

時
限
措
置
と
し
て
妊
産
婦
健
診
の

公
費
負
担
が
14
回
ま
で
拡
充
さ
れ

る
が
、期
限
終
了
後
に
お
け
る
事
業

展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？    

妊
産
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、

２
年
間
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
妊
産
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
重
要

な
制
度
で
も
あ
る
の
で
、
恒
久
的

な
事
業
に
位
置
付
け
を
求
め
、
国

等
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

▲デジタル化され、DVDで配布される
ることになった泉南市観光マップ

常任委員会報告 ////////////////////産業建設常任委員会・・・主な質疑内容
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
の

審
議
を
６
月
26
日
に
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

７
月
２
日
の
本
会
議
で
も
可
決
し
ま
し
た
。

特別委員会報告 /////////////平成21年度予算審査特別委員会・・・主な質疑内容
　

平
成
21
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た

議
案
１
件
の
審
議
を
６
月
29
日
に
行
い
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
７
月
２
日
の
本
会
議
で
も
可
決
し
ま
し
た
。

▲4452名の市民から、早期改修の
請願が寄せられたＪＲ和泉砂川駅

【
付
託
議
案
と
主
な
質
疑
】

○
高
齢
者
・
障
害
者
等
利
用
の
為
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
・
ト
イ
レ
洋
式
化

な
ど
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
の
改
良
を
求

め
る
請
願

　

Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
や
ト
イ
レ
洋
式
化
を
望

む
市
民
４
４
５
２
名
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
に
つ
い
て
、
紹
介
議
員

で
あ
る
堀
口
武
視
議
員
に
出
席
を

求
め
、
審
議
し
ま
し
た
。        

紹
介
議
員
と
し
て
、
住
民
か

ら
ど
の
よ
う
な
生
の
声
を
聞
い
て

い
る
の
か
？

階
段
の
勾
配
が
き
つ
く
、
昇

り
降
り
が
辛
い
と
言
う
声
や
転
落

し
た
人
も
あ
る
と
聞
い
て
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
汚
く
利
用
し
づ

ら
い
と
言
う
声
を
聞
い
て
ま
す
。        

紹
介
議
員
と
し
て
、
和
泉
砂

川
駅
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
？    

綺
麗
に
改
装
し
て
も
ら
う
の

が
一
番
の
希
望
で
す
。
し
か
し
、

今
の
財
政
状
況
の
中
で
の
事
業
化

は
厳
し
い
た
め
、
当
面
の
応
急
処

置
と
し
て
、
不
便
を
解
消
す
る
た

め
の
改
修
を
早
く
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

紹
介
議
員
と
し
て
、
請
願
の

実
現
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に

運
動
し
て
い
く
の
か
？    

早
急
に
市
に
対
し
、
基
本
計

画
の
作
成
を
依
頼
し
、
議
会
の
意

見
を
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
実

行
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
ま

す
。

和
泉
砂
川
駅
だ
け
で
な
く
、

市
内
の
他
の
３
駅
に
つ
い
て
も
同

様
に
住
民
は
同
じ
思
い
を
持
っ
て

い
る
と
思
う
が
？

市
内
で
一
番
乗
降
客
が
多
く

ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
な
意
味
で

見
て
も
、ま
ず
は
和
泉
砂
川
駅
を
整

備
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。し

か
し
、他
の
３
駅
に
つ
い
て
も
議
会

と
し
て
一
層
の
声
を
大
き
く
し
て

い
く
べ
き
で
あ
り
、
市
に
お
い
て

は
段
階
的
な
整
備
計
画
を
立
て
て

い
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ Ａ

ＱＱ Ａ

ＱＱ Ａ

ＱＡ

Ａ

Ａ Ａ



(6)議会だより

●
財
産
区
財
産
の
事
務
処
理

の
調
査
に
関
す
る
動
議

○
賛
成　

梶
本
、森
、北
出

×
反
対　

河
部
、田
畑
、和
気
、

原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、大
森
、

小
山
、竹
田
、井
原
、真
砂
、

成
田
、松
本
、南

□
退
席　

堀
口

●
同
和
更
正
資
金
貸
付
基
金
償

還
金
の
調
査
に
関
す
る
動
議

●
全
会
一
致
で
可
決

●
国
民
、
労
働
者
、
中
小
企

業
者
の
命
と
暮
ら
し
を
直
接

守
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

○
賛
成　

和
気
、大
森
、小
山
、

成
田
、松
本

×
反
対　

河
部
、田
畑
、梶
本
、

原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、森
、

竹
田
、井
原
、真
砂
、北
出
、南
、

堀
口

●
被
爆
国
・
日
本
か
ら
「
核

兵
器
廃
絶
を
目
指
す
国
際
交

渉
を
開
始
す
る
」
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
賛
成　

和
気
、大
森
、小
山
、

成
田
、松
本

×
反
対　

河
部
、田
畑
、梶
本
、

原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、森
、

竹
田
、井
原
、真
砂
、北
出
、南
、

堀
口

●
西
松
建
設
献
金
疑
惑
の
真

相
解
明
と
企
業
・
団
体
献
金

の
禁
止
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

○
賛
成　

和
気
、大
森
、小
山
、

成
田
、松
本

×
反
対　

河
部
、田
畑
、梶
本
、

原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、森
、

竹
田
、井
原
、真
砂
、北
出
、南
、

堀
口

●
高
齢
者
・
障
害
者
等
利
用
の

為
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
・
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川

駅
の
改
良
を
求
め
る
請
願

○
賛
成　

河
部
、田
畑
、和
気
、

梶
本
、原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、

大
森
、森
、竹
田
、井
原
、真
砂
、

成
田
、松
本
、北
出
、南
、堀
口

×
反
対　

小
山

　

本
会
議
で
の

　
　
　
　

主
な
審
議
結
果

（
全
て
の
審
議
結
果
に
つ
い

て
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
議
案

●
工
事
請
負
契
約
の

　
　
　
　
　

締
結
に
つ
い
て

　

一
丘
中
学
校
校
舎
耐
震
補

強
工
事
（
１
億
５
３
１
５
万

３
千
円
）
の
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

○
賛
成　

河
部
、田
畑
、和
気
、

梶
本
、原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、

大
森
、森
、竹
田
、井
原
、真
砂
、

成
田
、松
本
、北
出
、南
、堀
口

×
反
対　

小
山

●
動
産
の

　
　
　
　

買
入
れ
に
つ
い
て

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
買
入

れ
（
２
１
８
９
万
２
５
０
０

円
）
に
つ
い
て
、
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

○
賛
成　

河
部
、田
畑
、和
気
、

梶
本
、原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、

大
森
、森
、竹
田
、井
原
、真
砂
、

成
田
、松
本
、北
出
、南
、堀
口

×
反
対　

小
山

●
泉
南
市
市
民
体
育
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　

制
定
に
つ
い
て

　

市
民
体
育
館
の
夜
間
一
般

開
放
（
午
後
５
時
〜
９
時
、

大
人
200
円
、
小
人
100
円
。
当

面
は
金
曜
日
の
み
）
を
開
始

す
る
に
あ
た
り
条
例
改
正
の

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

○
賛
成　

河
部
、田
畑
、和
気
、

梶
本
、原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、

大
森
、森
、竹
田
、井
原
、真
砂
、

成
田
、松
本
、北
出
、南
、堀
口

×
反
対　

小
山

予
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託
議
案

●
平
成
21
年
度
大
阪
府

　

泉
南
市
一
般
会
計
補
正

　
　
　
　

予
算
（
第
１
号
）

　

妊
産
婦
健
診
の
拡
充
や
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

な
ど
、
１
９
６
０
万
６
千
円

が
盛
り
込
ま
れ
た
、
総
額
２

０
３
億
３
３
８
１
万
４
千
円

と
す
る
補
正
予
算
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
賛
成　

河
部
、田
畑
、和
気
、

梶
本
、原
、中
尾
、木
下
、角
谷
、

大
森
、小
山
、森
、竹
田
、井
原
、

成
田
、松
本
、北
出
、南
、堀
口

□
退
席　

真
砂　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
議
案

平
成
21
年
第
２
回
定
例
会　

一
般
会
計
補
正
予
算　

１
９
６
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
２
０
３
億
３
３
８
１
万
４
千
円
に

　　
　
　
　

〜
和
泉
砂
川
駅
改
良
を
求
め
る
請
願
可
決
〜

 

平
成
21
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
18
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
条
例
制
定
、
請
願
な
ど
18
件
の
内
６
件

が
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
意
見
書
３
件
、
動
議
２
件
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

議

案

審

議

意
見
書
・
決
議

請

願

動

議



(7) 議会だより

　

５
月
29
日
に
平
成
21
年
第

１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
の
審
査
で
は
、
５
月

１
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧

告
を
受
け
て
、
議
員
及
び
職

員
の
夏
季
賞
与
を
暫
定
的
に

減
額
し
ま
し
た
。

　　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　

総
額
は
い
く
ら
？

　
　

総
額
約
４
７
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
（
任
期
付
き
、

再
任
用
を
含
む
）

　
　

人
事
院
勧
告
は
、
国
家

公
務
員
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
な
ぜ
地
方
公
務
員
も

減
額
す
る
の
か
？

　
　

民
間
企
業
と
の
給
与
に

大
き
な
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
国
家
公
務
員
を
参
考
に

し
、
本
市
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
て
減
額
し
ま
し
た
。

　
　

今
回
の
人
事
院
勧
告
は

異
例
で
あ
る
が
、
通
常
出
さ

れ
る
８
月
の
人
事
院
勧
告
で

は
な
い
の
か
？

　
　

８
月
の
人
事
院
勧
告
は

大
幅
な
給
与
減
額
が
想
定
さ

れ
、
職
員
の
生
活
の
圧
迫
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
異
例

の
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

　

懇
談
会
は
、
４
月
７
日
か

ら
６
月
８
日
の
間
に
計
５
回

の
会
議
を
開
催
し
、
６
月
８

日
に
議
長
に
議
会
改
革
に
関

す
る
第
２
次
答
申
を
行
い
ま

し
た
。
答
申
後
、
議
会
運
営

委
員
会
で
答
申
内
容
の
審
議

を
行
い
、
了
承
さ
れ
た
項
目

に
つ
い
て
、
６
月
定
例
会
で

導
入
さ
れ
た
主
な
も
の
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
確
認
し
た
内
容
）

●
発
言
通
告
に
つ
い
て

　

本
会
議
で
の
議
論
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
発
言
通

告
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、

順
位
に
つ
い
て
は
、
通
告
書

の
提
出
順
と
し
ま
し
た
。

●
議
会
日
程
の
見
直
し

　

本
会
議
前
の
委
員
会
・
協

議
会
は
午
前
・
午
後
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
議
案

審
議
の
充
実
を
図
る
た
め
、

１
日
１
委
員
会
・
協
議
会
と

し
ま
し
た
。

（
検
討
中
の
内
容
）

●
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
に
つ
い
て

　

議
会
活
動
の
透
明
化
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
に

す
る
た
め
、
議
論
の
結
果
、

当
面
は
本
会
議
の
み
の
中
継

と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
及
び
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

で
テ
レ
ビ
中
継
を
行
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
、
予
算
の
確

保
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
の

法
令
等
整
備
が
整
い
次
第
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
の
中
継
は
、

引
き
続
き
検
討
を
行
い
ま
す
。

件名
専決処分の承認を求めるについて
（泉南市市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について）
平成21年度泉南市土地開発公社経営状況について
泉南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

■第１回臨時会（５月）で審議された主な議案と審査結果
結果
承　認

報告済
可　決
可　決
可　決
可　決

○議案審議

改正後 支給月数
1.25月 0.15月の減額
0.70月 0.05月の減額
1.95月 0.20月の減額

一般職の職員の期末手当・勤勉手当

改正前
期末手当 1.40月
勤勉手当 0.75月
　合計 2.15月

人数 影響額
20人 2,420
3人 509
428人 34,000

職員数と影響額（手当て等は含まない）　　　　単位：千円

議員
特別職（教育長を含む）
一般行政職

71人 5,300
36人 3,280

消防職
教育職

558人 45,509　合計

市議会議員の期末手当

改正前 改正後 支給月数
2.125月 1.925月 0.20月の減額

特別職の職員の期末手当

改正前 改正後 支給月数
2.075月 1.875月 0.20月の減額
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議員の夏季期末手当は　
総額242万円を減額しました

～第１回臨時会～
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●編集委員会

■委員長　／和気信子

■副委員長／原　憂子

■委員　　／河部　優

　　　　　　梶本茂躾

　　　　　　小山広明

　　　　　　南　良徳

　議会だよりに
　対する、ご意見・
　ご感想をお待ち
　しています。
 〒590-0592　

住所不要　
　　　　　 泉南市議会事務局
          TEL　483-0008
　　　　　FAX　484-2085
　　　　gikai@city.sennan.lg.jp

お
待ち

しています

ご意見
ご感想

■第２回定例会（６月議会）で審議された主な議案と審査結果
結果
報告済
承　認

報告済
報告済
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
採　択

採　択
否　決
否　決
否　決
否　決
継続調査

○議案審議

○請願

○動議

○意見書・
　決議

件名
例月現金出納検査結果報告（５件）
専決処分の承認を求めるについて（平成21年度大阪府泉南市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号））ほか１件
平成20年度大阪府泉南市一般会計予算繰越明許費繰越計算書についてほか２件
平成20年度泉南市土地開発公社経営状況について
人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて
工事請負契約の締結について
動産の買入れについて
泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について
泉南市市民体育館条例の一部を改正する条例の制定について
平成21年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）
高齢者・障害者等利用の為エレベーター設置・トイレ洋式化などJR和泉砂川駅
の改良を求める請願
同和更正資金貸付基金償還金の調査に関する動議
財産区財産の事務処理の調査に関する動議
国民、労働者、中小企業者の命と暮らしを直接守る緊急対策を求める意見書について
被爆国・日本から「核兵器廃絶を目指す国際交渉を開始する」ことを求める意見書について
西松建設献金疑惑の真相解明と企業・団体献金の禁止を求める意見書について
閉会中の継続調査について

５月 ４月６月

市議会を傍聴しませんか
　本会議は誰でも自由に傍聴できます。

市議会の活動を知り、市政の内容をより

理解していただくためにも、ぜひ傍聴し

てください。傍聴席は30席あります。ま

た、車椅子による傍聴も可能です。

　議会の詳細な日程につきましては、議

会事務局（Tel.483－0008）までお問い合

わせください。


